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一
九
九
三
年
一
〇
月
三
〇
日
か
ら
一
一
月
二
日
に
か
け
て
関
西
医
科
大
学
付
属
病
院
で
行
わ
れ
た
臓
器
摘
出
手
術
で
は
、
ド

ナ
ー
と
な
っ
た
当
時
二
九
歳
の
女
性
の
母
親
が
大
阪
地
裁
に
提
訴
し
て
い
る
（
一
九
九
四
年
九
月
一
三
日
）
。
脳
死
判
定
さ
れ 

た
ド
ナ
ー
が
脳
死
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
死
を
早
め
ら
れ
腎
臓
を
摘
出
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う
理
由
か
ら
で

あ
る
。
今
回
、
こ
の
審
議
経
過
を
通
じ
て
、
摘
出
さ
れ
た
血
管
が
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
に
凍
結
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い 

 

う
、
新
た
な
事
実
が
判
明
し
て
き
た
。 

一 

今
回
の
手
術
で
は
、
摘
出
さ
れ
た
腎
臓
は
大
阪
医
科
大
学
と
大
阪
府
立
病
院
の
患
者
（
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
）
に
移
植
さ
れ
、

臓
器
摘
出
は
奈
良
県
立
医
大
と
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
。
こ
の
一
連
の
行
為
に
お
け
る
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
と

責
任
の
所
在
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、
誰
に
、
ど
の
よ
う
な
指
示
・
要
請
を
行
い
、
い

つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
手
術
や
行
為
を
行
っ
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
が
血
管
摘
出
を
行
っ
た
と
い
う
が
、
血
管
の
ど
の
部
位
を
ど
の
範
囲
で
摘
出
し
た
の
か
。
ま 

 

た
、
腎
臓
、
血
管
以
外
に
も
摘
出
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
か
。
あ
れ
ば
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

そ
こ
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 
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四 

三 

血
管
摘
出
の
行
為
の
正
当
性
は
何
を
根
拠
に
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
誰
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
に
、
ど
の
よ
う
に
し

て
家
族
の
承
諾
を
得
た
の
か
。 

四 

摘
出
、
お
よ
び
移
植
に
要
し
た
費
用
の
内
訳
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
れ
ば
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
の
か
。 

五 

ド
ナ
ー
の
母
親
は
、
摘
出
さ
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
血
管
は
娘
の
身
体
の
一
部
だ
と
し
て
引
取
り
を
申
し
出
て
い
る
が
、
未

だ
返
却
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
何
か
。
法
的
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

今
回
の
手
術
で
は
、
家
族
が
腎
臓
摘
出
を
承
諾
し
て
い
な
い
時
点
（
承
諾
は
一
〇
月
三
一
日
夕
方
五
時
頃
）
で
、
一
〇
月

三
〇
日
夕
方
に
は
ド
ナ
ー
情
報
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
通
じ
て
流
さ
れ
て
い
る
。
情
報
を
流
し
た
医
師
の
行
為
は
刑
法
第

一
三
四
条
（
秘
密
漏
泄
）
に
抵
触
し
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


